ルビーレーザーおよび赤外気体レーザーに関する研究 by オオツカ, ヨシヒロ & 大塚, 喜弘
Osaka University
Titleルビーレーザーおよび赤外気体レーザーに関する研究
Author(s)大塚, 喜弘
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/29830
DOI
Rights
氏名・(本籍)
学位の種類
学位記審号
学位授与の日付
学位授与の要件
学位論文題目
論文審査委員
< 21 >
大塚喜弘(千
おお っか
工学博士
第 156 7 号
昭和 43 年 12 月 26 日
学位規則第 5 条第 2 項該当
ルビーレーザーおよび赤外気体レーザーに関する研究
(主査)
教授吉永 弘
(副査)
教授藤田 茂教授鈴木達朗教授吉岡勝哉
教授竹内 竜一教授山中千代衛
論文内容の要 旨
本論文は， )レビーレーザーおよび赤外気体レーザーの各種発振特性に関する研究成果を記述したも
ので，緒言， 4 章および結言より成る。
緒言においては，研究目的を明らかにし，各章における研究内容を概述している。
第 1 章は， )レピーレーザーの出力の効率を上げる目的で，共振器の最適結合と共振器損失について
研究した成果を記述している。一定入力のもとで，最大出力を得る反射鏡の反射率が存在するとと，
jレピーレーザーの固有担失が出力に対して大きな素因となっている乙と，および外部鏡共振器に既知
の担失を加え，そのときの相対的な出力を測定すれば，共振器損失を定量的に求めることができ，同
時に反射鏡の最適反射率も知るととができる乙とを示している。
第 2 章は， )レピーレーザーにおいて，優れた性質のジャイアントパJレスを発生する目的で，回転円
板上のピンホー Jレを Q スイッチ素子として用いた研究について記述している。共振器内の集光点にお
いて， レーザー光を断続するピンホーノレを小さくすると， Qスイッチ速度が増す乙と，軸外モードの
発振が抑制されて， 発振モード当りの出力が増大する乙と， 発振光の指向性が回折限界に近づくこ
と，および発振が単一パルスになる乙とが示されている。
第 3 章は， CO2 ジャイアントパルスの高出力化と先鋭化を目的とした研究成果を記述している。 Q
スイッチ法を利用して ， CO2 レーザー準位の緩和時間に関する知見が得られる乙と， 半値幅が500ns
のジャイアントパノレスは共振器内に絞りを挿入すると 150ns まで減少するとと，ジャイアントパルス
を増幅すると，パJレスの先鋭化を伴った増幅ができる乙と，および、パルス放電と Q スイッチを同期す
れば，直流放電に比べて約 5 倍の出力増加ができる乙とが示されている。
第 4 章は， 赤外域の光源を得るという目的に沿って， He-Ne レーザーの発振特性に関する研究を
記述している。同調機構のない長さ 1m のレーザー管で， 24 本の発振線が空気中で得られ， 狭帯域
-Z75-
透過フィ jレターを用いると必要なレーザー線を分離できること，特に 7.69 と 17.9 .um の発振線は有
力な光源となりうること，および出力取出し方法として， ドーナツ型結合孔が優れていることが示さ
れている。
結言においては，得られた研究成果を総括して記述している。
論文の審査結果の要旨
本論文は可視域の lレピーレーザーについて，共振器の最適反射率と損失，および新しいQスイッチ
方法を研究し，赤外域では CO2 レーザーのQスイッチによる特性， および He-Ne レーザーの各発
振線に対して，共振器の出力結合などの研究を行い， )レピーレーザー， CO2 レーザーおよび He-Ne
レーザーの著しい性能の向上をなしとげた。
以上の結果はレーザーの開発とその実用化に貢献すると乙ろ大で，本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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